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の成果、感想 

－－ 

学会参加について (ICYMARE 2025) 

私は、ICYMARE にプレゼンターとして、またセッションホストとし

て参加いたしました。ICYMARE は、若手研究者が海洋科学の発展を

促進できるよう、あらゆる意見が聴取されるボトムアップ型のイニシ

アチブです。若手の海洋科学者として、私たちは科学的知見を社会貢献

活動に繋げ、科学、環境、そして人類の架け橋となることで、海洋の持

続可能性に貢献することを決意しています。 

 

ICYMARE では、多様な科学的背景を持つ方々から多くのことを学び

ました。彼らがどのようにアイデアや知見に辿り着いたのか、そのプロ

セスを知ることができました。アイスブレイクのセッションでは、教育

機関だけでなく、企業、政府機関、NGO など、様々な組織の方々と交

流する機会を得ました。彼らからは、私の研究における将来の気候変動

と、日本近海の海洋生産性や漁業に影響を与える可能性のある気候変

動との関連性について、どのように理解を深めるべきかという知見を

共有いただきました。この経験を通して、将来の気候変動という文脈に

おいて、自分の研究成果がどれほど重要であるかを改めて認識するこ

とができました。 

 

その後、私は「Session 1.2. Marine Biogeochemistry of Trace Elements 

in Multiscale Ocean Mixing Processes from Land to Ocean」をテー

マとしたセッションを主催しました。合計 6 名の発表者が修士論文ま 
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 たは博士論文の研究成果を発表しました。私たちは、陸と海洋の相互作

用における生物地球化学、そしてそれが海洋の生産性と漁業に及ぼす

影響について研究を深めたいと考えており、互いの研究内容について

活発な審査と議論を行いました。様々な背景を持つ聴衆からは、多くの

建設的な質問やコメントが寄せられました。 

私たちの研究における課題の一つは、自分の専門分野以外の人に科学

を伝えることです。そのため、同日遅くには、科学コミュニケーション

に関するワークショップにも参加しました。そこでは、アウトリーチキ

ャンペーン、ソーシャルメディア戦略、クリエイティブメディアを用い

た海洋教育に関する講演が行われました。 

 

全体として、ICYMARE は、海洋科学、海洋教育、海洋政策の分野で研

究を行っている同僚との強固な繋がりを築き、将来の共同研究の可能

性について話し合う絶好の機会となりました。ICYMARE への参加は、

私の科学研究そのものと、研究を効果的に発信する能力の両方を大き

く強化してくれました。 

 

－－ 

短期留学について (GEOMAR) 

GEOMAR は、海洋研究における卓越性を追求し、視野を広げる機会を

提供する、世界をリードする海洋研究センターです。GEOMAR の

Achterberg 教授率いる研究室は、GEOTRACES 関連の研究を実施で

きる世界でも数少ない研究室の一つであり、海水中の微量元素分析の

ための先進的な手法（isotope dilution）を開発し、適用することに成功

しています。 

滞在中、私は SeaFAST の操作訓練を受けました。SeaFAST は、少量

の海水サンプルを高い信頼性で処理できる、世界的に認められた自動

前濃縮システムです。Naman 博士は滞在中、継続的に私を指導してく

ださり、微量元素分析のためのサンプル前濃縮処理に関するトレンド、

課題、進歩について知識を交換しました。Naman 博士は、測定におけ

る同位体希釈法の仕組みについても知見を共有してくださいました。

私たちは合計で、北大西洋から採取された約 100 個の海水サンプルを

処理しました。操作方法だけでなく、システムのメンテナンス作業や校

正戦略についても指導を受けました。 

 

当初、私は GEOMAR で粒子分析を行う予定でした。しかし、技術的 
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 な問題とスケジュールの制約により、実験室での作業を期限までに完

了することができませんでした。それでも、Angele と Dominik が快く

彼らのフィルターサンプルを用いた粒子分析の手法を教えてくれまし

た。私は、粒子状サンプルの処理、分解、溶解、そして分析方法を学ぶ

ことができました。今後は、この手法を私たちの研究室の粒子状分析に

導入し、GEOMAR との相互比較研究を行う予定です。 
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